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不適切保育の防止策は

指摘し合える関係性が重要A.意見交換する場を設ける
Q.住民の意向を的確に把握しては

Q.
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ッ
ト
防
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は
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で
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が
続
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る
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町
は
、
建
設
か
ら
約
33
年
経
過

し
、
施
設
の
老
朽
化
が
激
し
い
な

ど
の
理
由
に
よ
り
、
令
和
６
年
度

を
も
っ
て
ス
カ
イ
プ
ー
ル
の
利
用

廃
止
を
方
針
と
し
て
示
し
た
。

　
私
は
、
町
が
将
来
に
わ
た
る
健

全
な
財
政
運
営
を
維
持
す
る
に

は
、
ス
カ
イ
プ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、

今
後
、
公
共
施
設
全
体
の
在
り
方

を
考
え
、
こ
れ
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
大
切
と

考
え
る
。

　
今
後
も
利
用
者
に
使
い
や
す
い

施
設
と
し
て
維
持
管
理
す
る
に

は
、
経
年
劣
化
に
対
応
す
る
た
め

の
多
大
な
修
繕
費
用
が
必
要
と
な

る
。

　
特
に
町
の
今
後
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
使
う
施
設
は
、
使
い
や
す

い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
安
全
性
に

十
分
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
成
長

期
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
思
い
出

深
く
、
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
ス
カ
イ
プ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、

各
学
校
施
設
を
含
め
た
公
共

施
設
全
体
を
網
羅
し
た
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
に
関
す
る
町
の
考
え
は
。

A
理
事

町
の
公
共
施
設
の
多
く
が
、

大
規
模
な
改
修
や
建
て
替
え
が
必

要
な
時
期
と
な
っ
て
い
る
が
、
厳

し
い
財
政
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
充

当
で
き
る
予
算
は
限
ら
れ
る
。

　
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で

は
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
を
踏

ま
え
施
設
の
更
新
、
統
合
、
機
能

の
見
直
し
、
廃
止
と
い
っ
た
判
断

を
適
時
適
切
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

Q
保
護
者
を
は
じ
め
と
し
た
住

民
の
意
向
に
つ
い
て
的
確
に

把
握
し
た
上
で
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

考
え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
町

と
し
て
の
考
え
は
。

A
理
事

公
共
施
設
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
で
は
、
実
際
に
施
設
を
利
用

さ
れ
る
町
民
の
方
々
の
想
い
を
把

握
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
町
民

の
皆
さ
ま
と
直
接
意
見
を
交
換
す

る
場
を
設
け
る
。

　
今
後
も
節
目
節
目
に
町
民
の
皆

さ
ま
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
く
プ
ロ
セ
ス
を
大
切
に
し
て
い

く
。

　
我
が
国
の
経
済
は
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
大
変
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
た
が
、
令
和
５
年
５
月
の
５
類

へ
の
移
行
後
は
明
る
い
兆
し
も
見

え
た
。

　
一
方
、
海
外
の
紛
争
に
よ
る
影

響
は
、
原
材
料
費
の
高
騰
の
長
期

化
を
招
き
、
物
価
全
体
を
押
し
上

げ
、
各
家
庭
へ
の
影
響
も
憂
慮
す

る
。

　
こ
の
よ
う
な
不
透
明
な
状
況
の

な
か
、
本
町
の
令
和
５
年
度
当
初

予
算
で
は
、
財
政
調
整
基
金
の
一

部
を
収
入
と
し
て
見
込
ん
で
い
る

が
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
新
た
な
政
策
課
題

や
町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
的
確

に
応
え
る
た
め
に
は
、
一
層
の
財

政
の
健
全
化
に
配
慮
し
つ
つ
、
財

政
運
営
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

Q
令
和
５
年
度
と
令
和
６
年
度

の
町
税
収
入
の
見
通
し
は
。

A
総
務
部
長

令
和
５
年
度
の
町
税
収
入

は
、
お
お
む
ね
当
初
予
算
で
見
込

ん
だ
額
に
な
る
と
予
想
す
る
。

　
令
和
６
年
度
の
町
税
収
入
の
見

通
し
は
、
今
後
の
国
内
外
の
経
済

情
勢
な
ど
を
注
視
し
、
慎
重
に
見

極
め
て
い
く
。

Q
令
和
５
年
度
の
財
政
運
営
の

見
通
し
は
。
ま
た
、
令
和
６

年
度
予
算
に
向
け
た
見
通
し
は
。

A
総
務
部
長

こ
の
数
年
の
予
算
は
、
財
政

調
整
基
金
の
一
部
を
取
り
崩
し
た

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
令
和

６
年
度
も
同
様
と
見
込
ん
で
い
る
。

　
本
町
の
財
政
運
営
は
、厳
し
い
状

況
が
続
く
と
考
え
る
。
引
き
続
き
経

費
の
効
率
的
な
執
行
や
さ
ら
な
る

財
源
確
保
に
取
り
組
み
、求
め
ら
れ

る
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る
。
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令
和
４
年
の
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
の
調
査
に
よ
る
と
16
〜
24

歳
の
う
ち
26
％
が
何
ら
か
の
性
暴

力
に
遭
っ
て
い
る
。

　
こ
ど
も
家
庭
庁
の
調
査
（
令
和

４
年
４
月
〜
12
月
）
で
は
、
保
育

施
設
全
体
で
１
３
１
６
件
、
保
育

所
で
９
１
４
件
の
不
適
切
保
育
が

確
認
さ
れ
た
。

　
教
育
施
設
に
つ
い
て
、
文
科
省

の
発
表
は
左
図
の
通
り
で
あ
る
。

　
不
適
切
保
育
な
ど
が
生
ま
れ
る

要
因
は
、
子
ど
も
の
人
権
に
関
す

る
理
解
が
不
充
分
な
ど
の
認
識
要

因
や
余
裕
を
持
っ
て
仕
事
が
で
き

て
い
な
い
な
ど
の
環
境
要
因
が
大

き
い
。
そ
れ
で
も
、
児
童
生
徒
を

守
る
べ
き
施
設
で
子
ど
も
た
ち
が

不
適
切
な
対
応
や
性
暴
力
を
受
け

る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
、
質
問
す
る
。

Q
不
適
切
な
対
応
や
性
暴
力
防

止
の
た
め
、
ど
の
よ
う
に
考

え
、
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

A
生
活
福
祉
部
長

保
育
士
が
振
り
返
る
時
間
の

確
保
と
指
摘
し
合
え
る
関
係
性
が

重
要
で
あ
り
、
日
々
実
施
し
て
い

る
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
園
全
体
で

共
有
し
、
質
向
上
に
努
め
る
。
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
保
護
や
費
用
面
に
課
題
が

あ
り
、
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

す
る
。
園
児
や
保
護
者
の
方
が
安

心
し
て
通
園
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

教
育
長

教
職
員
は
、
児
童
生
徒
、
保

護
者
そ
し
て
地
域
か
ら
の
信
頼
を

得
る
こ
と
が
最
も
大
切
で
あ
り
、

不
祥
事
は
信
頼
だ
け
で
な
く
、
自

分
の
人
生
も
壊
す
こ
と
に
な
る
と

繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
。

　「
町
内
で
は
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
」
と
い
う
こ
と
を
さ
ら
に
強
調

し
て
周
知
徹
底
し
て
い
き
た
い
。

教
育
委
員
会
事
務
局
長

教
職
員
に
不
断
の
啓
発
を
行

う
と
と
も
に
、
県
教
委
が
行
う
性

犯
罪
・
性
暴
力
な
ど
に
関
す
る
研

修
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
促
す
。

　
近
年
、
ペ
ッ
ト
は
単
に
「
飼
っ

て
い
る
動
物
」
で
は
な
く
、
家
族

の
一
員
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
豊
山
町
で
は
発
災
時
に
飼

い
主
が
ペ
ッ
ト
と
共
に
安
全
な
場

所
ま
で
避
難
す
る
「
同
行
避
難
」

が
原
則
だ
が
、
知
ら
な
い
方
も
多

く
受
入
れ
体
制
も
十
分
で
は
な
い
。

　
熊
本
地
震
で
は
被
災
者
の
知
識

不
足
や
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
へ
の
配

慮
か
ら
、
倒
壊
の
恐
れ
が
あ
る
自

宅
へ
戻
り
二
次
災
害
に
巻
き
込
ま

れ
た
り
、
避
難
所
へ
行
く
こ
と
を

た
め
ら
い
車
中
泊
を
し
て
エ
コ
ノ

ミ
ー
症
候
群
で
人
命
が
失
わ
れ
た

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　
避
難
所
で
は
人
命
が
最
優
先
さ

れ
、
動
物
が
苦
手
な
方
や
ア
レ
ル

ギ
ー
の
あ
る
方
へ
の
配
慮
が
必
要

で
あ
る
。
し
か
し
、
飼
い
主
の
人

命
確
保
の
観
点
か
ら
も
適
切
な
避

難
所
運
営
が
行
え
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

Q
豊
橋
市
で
は
ペ
ッ
ト
災
害
手

帳
を
発
行
、
岡
崎
市
や
小
牧

市
で
は
ペ
ッ
ト
防
災
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
な
ど
を
作
成
し
、
周
知
・

啓
発
を
し
て
い
る
。H

P
な
ど
で

周
知
を
し
て
は
ど
う
か
。

A
企
画
調
整
部
長

ペ
ッ
ト
同
行
避
難
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
め
る
た
め
に
は
、
受
け
入

れ
体
制
の
整
備
や
町
民
へ
の
啓
発

が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
飼
い
主

が
自
分
と
ペ
ッ
ト
の
安
全
と
健
康

を
守
る
た
め
に
は
、
ペ
ッ
ト
の
し

つ
け
や
防
災
グ
ッ
ズ
な
ど
の
備
え

が
重
要
で
あ
る
。

　
広
報
誌
やH

P
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど

で
の
情
報
発
信
や
防
災
訓
練
な
ど

を
通
じ
て
周
知
・
啓
発
す
る
。

令和3年度 懲戒処分などを
受けた教育職員 4,674 人

公立学校教職員の人事行政状況調査

小牧市の
ペット対応
マニュアル

理由 人数

  体罰   ３４３人

  性犯罪・性暴力等※   ２１６人

※児童生徒などに対する者は94人

AA


